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■明治１２年２月、富山の売薬商人らを中心に富山第百二十三国立銀行設立の後、明治１７年

　に金沢第十二国立銀行と合併し、富山第十二国立銀行を設立、本店を富山に置く

■地域のリーディングバンクとして県内の主要企業、中小企業、家計取引を網羅

富　山　県富　山　県

Hokugin Financial Group,Inc.

北陸銀行と地域との係わり（北陸３県）

■明治10年８月、北陸銀行の発祥である金沢第十二国立銀行が設立＝「北陸銀行発祥の地」
■繊維産業とともに当地の経済発展に密接に関わり、現在も主要企業との取引度合いは高い

■03/3期には石川銀行の一部営業譲渡引き受けにより、地域金融安定化の一翼を担う

石　川　県石　川　県

■明治11年の武生第五十七国立銀行（現武生支店）創業を起点
■地場産業との繋がりも深く、地元商工業者の利便性を優先した施策を展開

福　井　県福　井　県

北陸銀行の歴史は、『合併と統合』の歴史北陸銀行の歴史は、『合併と統合』の歴史
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北陸銀行と地域との係わり（北海道）①

一世紀以上もの歴史を誇る北海道と北陸銀行とのきずな一世紀以上もの歴史を誇る北海道と北陸銀行とのきずな

明治１０年８月　北陸銀行創業（金沢第十二国立銀行として）

大正６年８月　北洋銀行　創業

明治４３年８月　北陸銀行　札幌支店　開店

明治３３年４月　旧北海道拓殖銀行　開業

明治３２年１０月　北陸銀行小樽支店が開店＝北海道での開業

昭和２５年１１月　札幌銀行　創業

昭和２６年３月　北海道銀行　創業

■江戸中期に北陸と北海道の架け橋となった北前船によって、この両地域は古くから経済・　
文化両面で密接な関係にあり

■北陸銀行も北前船の『不撓不屈』の精神で北海道へ進出した
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北陸銀行と地域との係わり（北海道）②

北海道と北陸をつなぐ架け橋として北陸銀行が果たす役割北海道と北陸をつなぐ架け橋として北陸銀行が果たす役割

北海道への移住者　（明治２５年～大正１０年の３０年間）

　■移住者約１９０万人のうち、北陸三県からは約５６万人が移住している。

　■東北地方に次いで多く、全体の約3割を占めている

北海道におけるウエイト

 店舗数 
うち北海道 

（構成比率） 
貸出金 

うち北海道 

(構成比率) 

十二銀行 

（昭和元年） 

２９

 

９ 

(３１.０％) 

3,790 万円

 

1,570 万円

(４１.４％)

北陸銀行 

（昭和 18 年） 

１８８

 

２２ 

(１１.７％) 

286 百万円

 

59 百万円

(２０.６％)

北陸銀行 

（平成 16 年） 

１３４

 

１７ 

(１２.６％) 

43,252 億円

 

5,982 億円

(１３.８％)
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■三位一体改革による財源不足から公共事業費削減の方針⇒公共投資は減少傾向。

■住宅投資については住宅ローン減税延長による掛け込み需要等が見込まれる。

■輸出産業は、世界的な景気回復が続く電気機械、一般機械は引き続き好調。

■加えて中国・アジア地域での堅調な需要が期待できる素材産業やアジア･欧州向けの自動車

　関連事業などで堅調な推移が予測される。⇒総じて製造業には明るい兆しあり

■三位一体改革による財源不足から公共事業費削減の方針⇒公共投資は減少傾向。

■住宅投資については住宅ローン減税延長による掛け込み需要等が見込まれる。

■輸出産業は、世界的な景気回復が続く電気機械、一般機械は引き続き好調。

■加えて中国・アジア地域での堅調な需要が期待できる素材産業やアジア･欧州向けの自動車

　関連事業などで堅調な推移が予測される。⇒総じて製造業には明るい兆しあり

Hokugin Financial Group,Inc.

北陸地域の経済動向
平成16年度の景況見通し

  
 0 2 年 度 実 績  0 3 年 度 計 画  

上  期  下  期  

全  産  業  ０ .６ ０ .８ １ .２ ０ .４

製  造  業  ４ .１ ３ .０ ４ .６ １ .４

売 

上 

高  
非  製  造  業  ▲ ５ .５ ▲ ２ .４ ▲ ３ .７ ▲ １ .２

全  産  業  ７ ６ .５ ２ １ .２ ３ １ .８ １ ２ .８

製  造  業  １ ０ ８ .８ ２ ９ .１ ５ ７ .７ １ ０ .９

 

経
常
利
益 

 

非  製  造  業  ３ .２ ９ .８ ３ .９ １ ６ .１

 

北陸の企業の売上高･経常利益動向（前年度比伸び率） （％）

※出典（日本銀行金沢支店、北陸３県企業短期経済観測、03/12実施、対象企業２１２社）
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地域別の預金･貸出金構成
25,421

15,621

預金 貸出金

富　山　県富　山　県

地域別預金・貸出金の04/3期末残高（単位：億円）

4,985

3,524

預金 貸出金

福　井　県福　井　県

7,576
6,196

預金 貸出金

石　川　県石　川　県

5,989 5,982

預金 貸出金

北　海　道北　海　道

49.8%

14.9%

9.8%

11.7%

13.8%
36.1%

14.3%8.1%
13.8%

27.6%

富山県

石川県

福井県

北海道

その他

地域別預金構成比（04/3期末残ベース） 地域別貸出金構成比（04/3期末残ベース）

５６カ店５６カ店 ２８カ店２８カ店 １６カ店１６カ店 １７カ店１７カ店

その他、三大都市地区に１７カ店その他、三大都市地区に１７カ店
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グループ企業の概要－総合金融サービスの提供

銀行業務

リース業務

クレジットカード業務

信用保証業務

ソフトウエア開発業務

債権管理回収業務

ベンチャーキャピタル業務

ほくぎんフィナンシャルグループ
ほくぎんフィナンシャルグループ 北　陸　銀　行北　陸　銀　行

北　銀　リ　ー　ス北　銀　リ　ー　ス

北　陸　カ　ー　ド北　陸　カ　ー　ド

北陸保証サービス北陸保証サービス

北銀ソフトウエア北銀ソフトウエア

日本海債権回収日本海債権回収

北陸キャピタル北陸キャピタル

北　陸　銀　行
北　陸　銀　行 北銀ビジネスサービス北銀ビジネスサービス

北銀オフィス･サービス北銀オフィス･サービス

北銀不動産サービス北銀不動産サービス

北銀資産管理　　　北銀資産管理　　　

Hokuriku　International　Cayman,　Ltd.Hokuriku　International　Cayman,　Ltd.

文書管理､現金整理･精算､事務集中業務

人材派遣業務

不動産賃貸業務

担保不動産競落業務

金融業務
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グループ経営戦略の概要
－シナジー効果による企業価値の極大化

グループ間の連携強化と戦略的業務提携による　　
　　総合金融サービス提供力の発揮

グループ間の連携強化と戦略的業務提携による　　
　　総合金融サービス提供力の発揮

ヘッドクォーター機能強化･管理部門効率化による　
　　コーポレートガバナンスの実践

ヘッドクォーター機能強化･管理部門効率化による　
　　コーポレートガバナンスの実践

経営資源の効率的活用と傾斜配分による　　　　　　
　　グループ戦略の遂行

経営資源の効率的活用と傾斜配分による　　　　　　
　　グループ戦略の遂行

■銀行窓口のみに頼らない営業体制の構築＝グループ各社が顧客接点を持つ窓口に

■グループ各社が担当業務分野で外部提携等を行い、営業力を強化していく

■グループ内の企画･立案部門の集約による一元的な経営管理の実現

■人事･総務等の経営管理部門の集約による効率的な経営体制の構築

■能力･実績評価重視の人事制度体系の浸透によるモラール向上

■持株会社によるグループ横断的な事業収益性･将来性の判断を実施

■経営資源の重点分配に加え、人事交流等を活発にすることでグループ適材配置も実現
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2004.3期　決算ダイジェスト①（北陸銀行単体）

 ０３/３期 ０４/３期 ０３/３期比 

コア業務粗利益 １，０１３ １，０７０ ５７

資金利益 ８８４ ８９５ １０

役務取引等利益 １０６ １３１ ２５

特定取引利益 １０ ２３ １３
 

外為売買益 １２ ２０ ８

経費(▲) ５３２ ５２０ ▲１２

人件費(▲) ２５６ ２４４ ▲１１
 
物件費、税金(▲) ２７５ ２７５ ０

コア業務純益 ４８０ ５５０ ６９

貸出債権譲渡益 ０ ８７ ８７
 

債券等損益 ５０ ４１ ▲９

業務純益(一般貸倒引当金繰入前) ５３１ ６７８ １４７

不良債権処理額(▲) ３０４ ６７５ ３７０
 
株式等損益 ▲１５６ ５５ ２１１

経常利益 ９５ ６５ ▲２９

当期利益 ２７ ４９ ２１

 

（億円）
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2004.3期　決算ダイジェスト②（ポイント）

項目 要点等要点等

　コア業務純益

○過去最高水準の５５０億円を達成

○資金益底上げと役務益等非金利収益の増強

○経営効率の改善⇒ROA１．０２％、OHR４８．６％（ｺｱ業務純益ﾍﾞｰｽ）

○過去最高水準の５５０億円を達成

○資金益底上げと役務益等非金利収益の増強

○経営効率の改善⇒ROA１．０２％、OHR４８．６％（ｺｱ業務純益ﾍﾞｰｽ）

　信用コストの状況

○04/3期：処理総額６７５億円、05/3期計画：３３０億円へ

○破綻懸念先以下の新規発生９１５億円に対してオフバランス化の

　実績は１，０８１億円

○04/3期：処理総額６７５億円、05/3期計画：３３０億円へ

○破綻懸念先以下の新規発生９１５億円に対してオフバランス化の

　実績は１，０８１億円

　不良債権の状況
○04/3期：再生法開示債権比率は７．９％

○企業支援タスクフォース等による企業再生支援の強化

○04/3期：再生法開示債権比率は７．９％

○企業支援タスクフォース等による企業再生支援の強化

　株式保有リスクの低減
○04/3期：上場株式簿価残高は▲４２２億円圧縮し９４１億円

○05/3期：上場株式簿価残高９００億円以下、TierⅠ比率５０％以下

○04/3期：上場株式簿価残高は▲４２２億円圧縮し９４１億円

○05/3期：上場株式簿価残高９００億円以下、TierⅠ比率５０％以下

　自己資本の状況　自己資本の状況
○銀行単体、連結ベースともに８％台、TierⅠ比率も５％台を回復

○剰余金の積み上げとリスクアセット削減への取り組み　

○銀行単体、連結ベースともに８％台、TierⅠ比率も５％台を回復

○剰余金の積み上げとリスクアセット削減への取り組み　
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コア業務純益の推移と今後の展望

384 392

422

471

493

531

551

580

550

401

413

447

480

0.72%
0.69%

1.02%

0.90%

0.79%

300

400

500

600

00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期

0.5%

0.6%

0.7%

0.8%

0.9%

1.0%

1.1%
経営健全化
計画目標

実績

コア業務純
益ＲＯＡ

15年9月期　地銀平均ＲＯＡ

0.71％

億円

(健全化目標)

コア業務純益の推移と計画

経営健全化計画の経営健全化計画の

目標を前倒し達成目標を前倒し達成

14 ページ



Hokugin Financial Group,Inc.

コア業務粗利益の推移①－収益構造の強化

9

16 11
22

895 898
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910909
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90
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800
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1100

00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期 05/3期 06/3期 07/3期

その他
利益

役務益

資金利
益

(健全化目標)

1,028

1,081

1,057
1,047

1,070

1,013
1,0171,018

0

資金益の底上げ資金益の底上げ

億円

非金利収益の増強非金利収益の増強非金利収益の増強

コア業務粗利益の推移
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Hokugin Financial Group,Inc.

コア業務粗利益の推移②－フィービジネス強化

9.6

4.7

10.8

20.5

10.4 9.9

3.8 3.5

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

FB 投資信託 保険販売 ｼﾝｼﾞｹｰｼｮﾝ･事業債

03/3期

04/3期

億円

直接金融への流れ等

多様なニーズに対応

個人預かり資産への取り組み

による収益構造の強化

役務取引利益の推移
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コア業務粗利益の推移③－個人預かり資産増強

319
584 661 694

98

403282

1,013

64

96

66

139

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

投資信託

外貨預金

国　　　債

億円

481

787

1,041

2,110

33,842

33,067

34,154

34,513

30,000

31,000

32,000

33,000

34,000

35,000

01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

億円 個人預かり資産の推移
個人預かり資産のうち

投信･外貨預金･国債の推移

■個人預かり資産のうち、投資信託は前期末比3.6倍の伸び

■外貨預金も前期末比4.1倍と個人預かり資産の堅調な伸びを支えている
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消費者ローンの推進

5,402
5,663

6,143

7,213

7,580

6 ,296

5 ,893

4 ,825

4 ,351
4 ,047

12.2%

13.2%

14.3%

16.8%

17.5%

3,500

4,000

4,500

5,000

5,500

6,000

6,500

7,000

7,500

8,000

02/3期 02/9期 03/3期 03/9期 04/3期

10%

11%

12%

13%

14%

15%

16%

17%

18%
消費者

ローン

うち住宅

ローン

消費者

ﾛｰﾝ比率

億円
消費者ローン（うち住宅ローン）推移

および総貸出に占める消費者ローン比率

流動化による住宅ローン債権の

売却および購入の影響調整後
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利鞘の推移（国内業務部門）

2.30% 2.26%
2.14% 2.15% 2.12%

0.33% 0.26% 0.17%
0.14% 0.10%

1.17% 1.13% 1.10% 1.06% 1.02%

0.0%

0.5%

1.0%

1.5%

2.0%

2.5%

00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

貸出金利回 預金等利回 経費率

貸出金利回･預金等利回･経費率の推移 総資金利鞘・預貸金利鞘の推移

利鞘は改善傾向

0.78%0.75%
0.65%

0.56%0.54%

0.44%0.44%0.42%
0.45%

0.51%

0.99%0.94%
0.88%0.87%

0.79%

0.0%

0.5%

1.0%

00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

総資金利鞘 同（地銀平均） 預貸金利鞘

※地銀平均の直近期は03/9中間期の数値を使用
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経営効率の改善

338 312 283 256 244

275
276

289
293

287

0

100

200

300

400

500

600

00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

物件費

人件費

※ＯＨＲ＝経費（人件費＋物件費）÷業務粗利益（除く貸出債権・債券関係損益）

※物件費は税金を含む金額

億円
ＯＨＲ
60.9％

ＯＨＲ：48.6％
（参考）03年9月期

地銀平均ＯＨＲ：62％

経費（人件費･物件費）とOHRの推移

65％

60％

55％

50％

45％

40％

OHR

６２７

５７０
５３２

６０５

５２０

この4年間で100億円以上
の経費を削減
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与信ポートフォリオ－業種別貸出金の状況
主な業種別貸出金構成比率の推移（99/03期～04/3期）

27.5%

18.7%

11.4%

34.8%

3.2%

9.4%

15.2%16.7%

8.6%

27.6%

2.0%

9.0%

20.1%

9.7%

4.6%

26.8%

6.2%

14.0%

0%

5%

10%

15%

20%

25%

30%

35%

40%

製造業 建設業 卸売･小売･サービス業 金融･保険業 不動産業 個人等

99/3期

04/3期

地銀平均
（03/9期）

■03/9期の上場地方銀行の業種
別貸出金残高比率のうち製造業　

１４.０％
■5年前との比較で、当行の構成
比率も減少しているが、依然と
して地銀平均比高い

■消費者ローンを中心に個人等の
　比率は大きく増加

■今後もローン増強により比率は
　増加見込み

与信ポートフォリオの着実な改善
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信用コスト－巡航速度での処理に道筋

304

675

330

240
180

580551531550
480

0

100

200

300

400

500

600

700

800

０３/３期 ０４/３期 ０５/３期 ０６/３期 ０７/３期

信用コスト コア業務純益

不良債権処理は04/3期を

ピークとして巡航速度へ

億円 信用コストとコア業務純益の推移と計画

 
新規発生･ 

ランクダウン 
担保下落等 

ランクアップ･

回収等 
その他 一般貸倒引当金繰入 合 計 

０４/３期 ３９８ ３５２ ▲１１３ ７ ３０ ６７５

０５/３計画 ３１０ ６０ ▲９０ ５０ － ３３０

０６/３計画 ２９０ ４０ ▲９０ － － ２４０

０７/３計画 ２５０ ２０ ▲９０ － － １８０

■信用コストの内訳 (単位:億円）

 
その他 

要注意先残高 
うち未保全額 

０２／３期 ７,３２３ ３,５６２ 

０３／３期 ６,２８７ ３,０４１ 

０４／３期 ４,４７９ ２,０７１ 

 

■その他要注意先残高の推移 (単位:億円）

■05/3期は、道銀との

経営統合に伴う償却・

引当基準の厳格化を

織り込んだ予想
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不良債権の状況－保全･引当等の状況

 
債務者区分 総与信 

構成比
前期末比 担保･保証等 引当金 引当率 保全率 

破 綻 先 ２６０ 0.6% ▲３６５ １８０ ７９ 100.0% 100.0% 

実質破綻先 ３４９ 0.8% ▲１９８ ２７９ ７０ 100.0% 100.0% 

破綻懸念先 １,９３５ 4.3% ３９８ ８６９ ６１８ 58.0% 76.8% 

（要管理債権） (９９６) (2.2%) (７２) (１３７) (２０８) (24.0%) (34.6%) 

要管理先 １,３０９ 2.9% １３４ ３８０ ２２２ 24.0% 46.1% 

要
注
意
先 

その他の要注意先 ４,４７９ 9.9% ▲１,８０８  

正 常 先 ３６,６６８ 81.4% ２，２３５    
 

  

合  計 ４５,００２ 100.0%  ３９６   
 

 

      （）内は部分直償前 

再生法開示債権 ３，５４２ 7.9% ▲９４ １，４６５ ９７５ 46.9％ 68.9% 

 (69.2%) (78.2%)  
 

自己査定の状況（04/3期末基準）
（単位：億円）
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株式保有リスクの低減

2,503

1,472

1,602
1,738 1,760

2,665

1,869

1,364

941 900

85.1%

54.1%

127.0%

106.5%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

01/3期 02/3期 03/3期 04/3期 05/3期計画

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

110%

120%

130%

140% TierⅠ残高

上場・店頭
株式（簿価）

ＴierⅠ比率

健全化目標を超えて
上場･店頭株式簿価

900億円以下
ＴｉｅｒⅠ比率

50％以下

上場･店頭株式(簿価)とTierⅠの推移と計画億円
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自己資本比率の状況（連結ベース）

1,031

1,792
1,599

1,478

2,5052,453

1,263
947

1,395

1,732

9.96%
9.55%

7.48%

8.27%

5.84%
6.13%

3.82%

5.41%

7.09%

4.55%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

3.00%

4.00%

5.00%

6.00%

7.00%

8.00%

9.00%

10.00% TierⅠ

TierⅡ

自己資本
比率

TierⅠ
比率

TierⅠ､TierⅡおよび自己資本比率(うちTierⅠ比率)の推移
億円

■剰余金積み上げとともに、不良債権処理促進･住宅ローン等へのアセット入れ替え等により

　自己資本比率の向上を図る
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Hokugin Financial Group,Inc.

今後の経営戦略について

　●北陸銀行が目指す資産ポートフォリオ
　●消費者ローン増強への施策①、②
　●中小企業等向けリテール推進の施策
　●ＣＳ向上への取り組み
　●新たな収益機会への取り組み
　●効率的な営業インフラ体制①、②
　●企業再生支援への取り組みと成果
　●他業態との積極的な連携強化
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北陸銀行が目指す資産ポートフォリオ

目指す資産構成のポリシー

貸出金全体　100％

企業向け貸出　70％

大中堅企業･中企業等

40%（現状57%）

小規模企業･家業先

30%（現状25%）

消費者ローン　30％

　　　　（現状18％）

　企業取引から家計取引までを網羅～川上から川下まで～

■大口与信圧縮（与信集中リスク回避）

■ｼﾝｼﾞｹｰﾄﾛｰﾝ･債券引受の推進

■信用コスト控除後利益（RAROA）向上

■住宅ローン、保証協会貸出の効率的な推進

　により、大口事業性貸出の減少をカバー

■RAROA、リスクアセット収益率も向上

家計取引のメイン化

仕入先･販売先も取り込む
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消費者ローン増強への施策①

消費者ローン専門窓口・ほくぎんローンプラザの拡充

ローンプラザ拠点数

うち休日営業店数

03/3期末

７ヵ所

１１ヵ所

04/3期末

２３ヵ所

３１ヵ所

■北陸三県、北海道、三大都市を

　網羅

■04/1～04/3中ローンプラザの案件

　受付比率は５０％超

■05/3期中に　５０ヵ所　体制へ

463

1,102

1,323

2,061
2,255

1,539
1,344

789

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

０１/３期 ０２/３期 ０３/３期 ０４/３期

うち住宅 ローン 消費者ローン

消費者ローンおよび住宅ローン実行額の推移

億円
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消費者ローン増強への施策②

03/7：住宅業者販売担当者を組織化した『ドリーム会』発足 会員数2,900名

施　策　項　目 04/3期末時点での実績

03/8：保証人方式ﾘﾌｫｰﾑﾛｰﾝ『お住まい名人』発売 33件/1億円

03/9：『ガン保証特約付』『失業保障保険付』住宅ローン発売 ｶﾞﾝ267件/53億円･失業13件/2億円

03/10：アコム㈱との提携ｶｰﾄﾞﾛｰﾝ『クイックマン』発売 5,939件実行

04/2：住宅金融公庫提携　固定金利型住宅ローン発売 －

03/11：住宅ローン『夢ホーム＜リユース口＞』発売

－04/3：新型学資ローン『学びま専科』発売

100件/17億円

消費者ローン推進への施策

カードローン推進の状況

ｶｰﾄﾞﾛｰﾝ口数（千件）

ｶｰﾄﾞﾛｰﾝ残高（億円）

２６８

３２１

01/3期

３６３

３３８

03/3期

３１６

３２１

02/3期

４８０

３６９

04/3期

■家計メイン化進め05/3期末に

給振先　セット率６０％以上

カードローン６０万口座突破

を目指す
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中小企業等向けリテール推進の施策
中小企業貸出の増強に向けた施策

従来の出張所を『ほくぎんプラザ』に呼称変更し、中小企業･個人家業先向けビジネスローン取り組みを強化

04/3期末でほくぎんプラザは北陸三県、北海道で３９ヵ所体制

施　策　項　目

地元商工会議所や税理士会と連携した経営相談会を延べ８１ヵ店で開催

03/11~03/12に事業性資金相談Weekと称して、集中的に北陸三県の取引先約9,000社を訪問

04/4にも約8,000社に対して訪問を実施、また04/6を「事業資金相談月間」とし、北陸三県全店で訪問相談を実施中

石川県信用保証協会連携「サポートファンド保証」、福井県信用保証協会連携「クイックエース「V」福井」

TKC北陸会連携「ほくぎんTKC経営者ローン」などの新商品を積極的に投入

3,277
3,225

3,278 3,284

92

119

127
157

3,100

3,150

3,200

3,250

3,300

3,350

3,400

3,450

3,500

02/4～02/9 02/10～03/3 03/4～03/9 03/10～04/3

貸出 私募債

３，３４４
３，３６９

３，４０５
３，４４１

信用保証協会保証付貸出等の実績推移（半期毎平残ﾍﾞｰｽ）億円

■数々の施策により、リテール

推進の核となる信用保証協会

保証付貸出残高･私募債引受

は増加傾向
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CS向上への取り組み－ビジネスマッチング

徹底したビジネスマッチングへの取り組み(03/9期～04/3期の6ヶ月間）

ビジネスマッチング研修の実施ビジネスマッチング研修の実施

北海道銀行主催『ビジネス交流会』北海道銀行主催『ビジネス交流会』

⇒支店長120名、副支店長72名、渉外担当課長98名受講

⇒当行取引先8社とともに参加し、1件商談成立

■取引先から収集・把握した情報件数　２５千件　　■マッチング件数　　８千件８千件

■取引先へ提案・提言した情報件数　　２１千件

ほくりく長城会（取引先の中国ビジネス展開支援･情報提供を目的とした組織）

ほくりく長城会の組織拡大、機能拡充ほくりく長城会の組織拡大、機能拡充 ⇒会員数４２５先（04/3期末）へ拡大　　　　　　　　　　　　　　
　 会員向けＨＰ開設、相談受付機能の拡充

地域の潜在的ニーズの掘り起こし（自らが動いて創る）＝『地域創新』の精神
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新たな収益機会への取り組み

件数（件数） 手数料（百万円）

03/3期

04/3期

2,388

11,893

169

1,118

年金保険の件数、獲得手数料の推移

件数（件数） 手数料（百万円）

03/3期

04/3期

2,439

3,356

264

359
火災保険の件数、獲得手数料の推移

確定拠出年金への取り組み実績

　うち運営管理機関

　うち商品提供機関

導入会社数

　加入者数

04/3期実績

７社

１社

８社

約６００名

03/3期～04/3期累計

１８社

３社

２１社

約２，０００名

04/5から、中小企業をターゲットとしたパッケージ化した総合型確定拠出年金『ほくぎんDCエース』の取り扱いを開始
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■行員の少数精鋭体制を構築

　　『07/3期末、2,590人』
■スリム化を図りながら、活動量および

　営業推進力、事務管理力を維持強化

Hokugin Financial Group,Inc.

効率的な営業インフラ体制①－人員構成

4,255 3,976
3,598 3,418 3,196 2,926

220
213

205
199

228
192

984
1,189

1,420 1,557 1,729
1,892

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

99/3期 00/3期 01/3期 02/3期 03/3期 04/3期

パート

嘱託

行員

人

5,459 5,378
5,223 5,174 5,153

5,010

人員構成の推移（北陸銀行単体）

スタッフ比率は

４１．５％

総人員数５，０００人体制

ジョブとペイのマッチング

今後の人事戦略方針 今後の人事戦略（具体策）
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効率的な営業インフラ体制②－機能別役割分担の明確化
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（個人宛）ダイレクトＡ契約先数
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従来からのEB契約先数 １７，６４７ １８，３１７ ２０，８８６ ２１，４７６
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企業再生支援への取り組みと成果

企業支援タスクフォース

平成15年4月に発足平成15年4月に発足

■総勢60名でスタート

■直接企業の現場で活動

■期間を区切り、目標を定め、達成度合い

　をチェックし、最大限の効果を追求する

■総勢60名でスタート

■直接企業の現場で活動

■期間を区切り、目標を定め、達成度合い

　をチェックし、最大限の効果を追求する

平成16年1月に機能を強化平成16年1月に機能を強化

■支店の再生担当者等も任命し、134名体制へ

■特定業種別（温泉関連等）に取引先をバック

　アップする「企業支援機動チーム」をタスク

　フォース内に新設、要員として9名を配置

■支店の再生担当者等も任命し、134名体制へ

■特定業種別（温泉関連等）に取引先をバック

　アップする「企業支援機動チーム」をタスク

　フォース内に新設、要員として9名を配置

企業再生支援取り組みの実績

■04/3期の経営改善支援取組先

　　　　３３４先

■04/3期の経営改善支援取組先

　　　　３３４先３３４先
■04/3期の債務者区分ランクアップ先

　　　　　　　　　　　　　５６先

■04/3期の債務者区分ランクアップ先

　　　　　　　　　　　　　５６先５６先

ランクアップした５６先の内訳

　破綻先からのランクアップ　　　　２先

　破綻懸念先からのランクアップ　８先

　要注意先からのランクアップ　　４６先

（うち要管理先からのランクアップ　９先）
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他業態との積極的な連携強化

■日本政策投資銀行のＳＰＣ（サンダーバード）による社債スキーム活用

　全国第1号、第2号案件合計30億円の財務代理
■北銀リースとの業務協力協定の締結＝リース案件を通じた地域への円滑な資金供給

■日本政策投資銀行のＳＰＣ（サンダーバード）による社債スキーム活用

　全国第1号、第2号案件合計30億円の財務代理
■北銀リースとの業務協力協定の締結＝リース案件を通じた地域への円滑な資金供給

日本政策投資銀行との連携日本政策投資銀行との連携

■㈱ローソンとの共同店舗２カ店（東京支店、富山南中央支店）に加え京都支店開設も準備

■コンビニＡＴＭサービスによる利便性向上を図るべく、㈱イーネット（全国約５,０００ヶ所）に加え
　㈱ローソンでも本年７月より利用可能（全国約３,２００ヶ所）

■㈱ローソンとの共同店舗２カ店（東京支店、富山南中央支店）に加え京都支店開設も準備

■コンビニＡＴＭサービスによる利便性向上を図るべく、㈱イーネット（全国約５,０００ヶ所）に加え
　㈱ローソンでも本年７月より利用可能（全国約３,２００ヶ所）

コンビニエンスストアとの連携コンビニエンスストアとの連携

■地域の市町村合併等の動きにあわせ、税金、公共料金等のマルチペイメントサービスに対応

　したインターネットバンキング用税金等支払サービス「pay-easy（ペイジー）」を本年１月より開始
■独立法人化した金沢大学、富山大学、富山医科薬科大学、高岡短期大学、小樽商科大学等

　などの指定金融機関として資金収納、管理業務等を受託

■地域の市町村合併等の動きにあわせ、税金、公共料金等のマルチペイメントサービスに対応

　したインターネットバンキング用税金等支払サービス「pay-easy（ペイジー）」を本年１月より開始
■独立法人化した金沢大学、富山大学、富山医科薬科大学、高岡短期大学、小樽商科大学等

　などの指定金融機関として資金収納、管理業務等を受託

自治体・国立大学法人等との連携自治体・国立大学法人等との連携
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本件に係る照会先

株式会社　ほくぎんフィナンシャルグループ

経営企画管理部　経営企画課

TEL:０７６－４２３－７３３１
FAX:０７６－４９１－５９０８
E-MAIL:souki1@hokugin.co.jp

本資料には、将来の業績に係る記述が含まれています。こうした記述は、将来の業績を

保証するものではなく、リスクや不確実性を内包するものです。

将来の業績は、経営環境の変化等により異なる可能性があることにご留意ください。
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